
 

特別支援の基本的な考え方 

支援のかたち 

 

 

 

 

すべての子どもたちが学びやすい学校へ 

 

 右の図は、特別支援の基本的な考え方を示す

「支援の３つの輪」です。すべての子どもを対象

とする一次支援、個別の配慮を行う二次支援、専

門的・個別的な三次支援から成ります。本校で

は、三次支援だけでなく、３つの支援全体を大切

にしています。 

 

 一次支援として、本校では、誰もが学びやす

く、過ごしやすい環境づくりを心がけています。

その一つが、少人数学級制です。本校では、日

本の一般的な学級よりも少ない人数を基準とし

て学級を編成しています（表１）。さらに、学習

環境の面でもさまざまな工夫を行っています。

子どもたちの中には、周囲の情報が多い環境で

は注意が分散しやすい子どももいます。そのた

め、教室内の掲示物の配置や量を工夫するな

ど、誰もが落ち着いて学習できる環境の整備を

進めています。 

 次の段階が二次支援です。これは集団の中で

共に学ぶ際に配慮が必要な子どもたちへの支

援です。少しの工夫や配慮によって、みんなと

一緒に学び、過ごすことができるのであれば、

そのバリアを取り除いていこうという考え方です。こうした支援は「合理的配慮」と呼ばれ、配慮や支援を

必要とする児童生徒や保護者との話し合いを通して、教育活動への影響や学校の体制等を踏まえながら、具

体的な支援の内容を検討します。 

 次に三次支援です。これは、二次支援で行う合理的配慮に加え、個々の教育的ニーズに応じて行う、より

専門的・個別的な支援です。本校では、特別支援学級と通級指導教室を設置しています。特別支援学級では、

一人一人の発達段階や学習状況に応じて教材や学習内容を工夫し、それぞれの力を伸ばせるよう支援しま

す。通級指導教室では、学習や友達との関わりなどにおいて、つまずきや困りごとのある子どもたちに対し

て、個々の課題に応じた指導を行います。 

 本校では、「支援の３つの輪」を、特別な支援だけを表すものではなく、すべての子どもたちを支えるた

めの考え方として大切にしています。この３つの支援を通して、一人一人の教育的ニーズに応じた切れ目の

ない支援を行い、すべての子どもたちが安心して学び、それぞれのよさや可能性を伸ばしていける学校づく

りに努めてまいります。 

日本の一般的な学級編成 JSKL の学級編成 

１学級 35 名程度 
小学部 １学級 30 名 

中学部 １学級 25 名 

事象例 支援できる例 

登校渋り 教育相談 など 

識字、書字など 
ルビ付き教科書（一部のみ） 

配布物へのルビ振り（一部のみ） など 

学習・学校生活への苦戦 
教育相談（担任、巡回相談員） 

コーディネーターとの面談 など 
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特別支援教育だより 

一次支援
すべての子どもへ

二次支援
兆候の見られる子どもへ

三次支援
専門的支援が必要な子どもへ

表１ 

表２ 


